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０．はじめに

　世界遺産は，その遺産が存在する国や地域にとっ
ての宝物というだけにとどまらず，人類全体にとっ
ての共通の財産である。幾世代を通して守られてき
たそれらの遺産は，現代に生きる人々だけのもので
はなく，未来の世代に無傷で伝えなければならない
ものでもある。このような点において，世界遺産に
関する教育は，全地球的観点から持続可能な開発と
発展を目的に据え，世界全体の社会的な公正を目指
す「持続可能な開発のための教育（Education for 
Sustainable Development）」と目的を同じくするも
のであるということができる[24]。それゆえ，かけ
がいのない地球環境と世界遺産を未来に伝える責任
感の育成は，国際間の公正と世代間の公正を目指す
ものであり，世界遺産を単に過去から受け継いだも
のとしてだけではなく，未来からの宝物として現代
に生きる人々が預かっているものであるという認識
が必要である。ユネスコが推進している「世界遺産
教育（World Heritage Education）」は，単に世界
遺産についての知識を与えるものではなく，世界遺
産の価値に気付き，大切に保存しようとする態度，
未来に伝える義務があるという責任感，そのために
何ができるのかという実際的なスキルなどを育成す
る総合的な教育を目指して始められた。

　しかしながら小学校における教育課程を考えた場
合，様々な歴史と文化に根ざした世界遺産を理解す
ることは，それら各々の歴史や文化に関する理解を
必要とし，小学生にとっては，そしてしばしば中学
生にとってさえも，大変難しい課題であると言わね
ばならない。また，児童や生徒の住む地域や国に世
界遺産が存在する場合を考えてみると，地域の遺産
について学習することは，地域への愛着を育て，地
域へのアイデンティティを育成することに有効では
ある。しかし地域の遺産についてのみ学習がおこな
われる場合は，しばしば地域自慢や地域埋没主義に
陥りやすい。したがって，他の地域や国の世界遺産
と結びつけて，文化の共通性の観点からの学習が重
要になる。そこで本稿においては，世界遺産を算数
的な視点から見ることを提案する。そのような学習
をおこなうならば，次のような点において，文化の
共通性という視点の獲得のために非常に有効である
と考えられる。すなわち，子どもたちにとって身近
なものも遠いものも等しく対象化して考察するため
に，算数的な視点は大きな効力を発揮するであろう
というのが，我々の主張である。例として，世界遺
産のなかには建造物が多くあり，その美しさが線対
称性に関係していることが多いことから，線対称性
という普遍的な観点から世界遺産を見ることができ
れば，世界遺産を見るための共通の視点を得ること
ができるであろう。本稿では，世界遺産教育を算数
教育のカリキュラムのなかに取り入れていくことを
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提案し，そのための具体例として，線対称性という
新しい視点に立って図形について考えていく力を育
む方法について考察する。
　子どもたちが算数と世界遺産とを結びつけるた
めには，数理的に思考するスキルと共に社会的な
スキルや情報スキルが必要であり，教科領域に横
断的なリテラシーが必要である。経済協力開発機
構（OECD）は2000年以来３年ごとに，生徒の学習
到達度に関する国際比較調査（PISA調査）をおこ
なっており，そこでは主要な４つの，教科領域に横
断的なリテラシーの測定がなされている（[1]，[2]，
[3]，[4]）。そのなかで数学的リテラシーは，生徒
が様々な状況における数学的な課題に対して，問題
を設定・定式化し，解釈し，それを解決するために
有効な概念を分析し，それを用いて推論し，さらに
その結果を他者に伝達する能力であると定義されて
いる。線対称性の概念を理解し，その有効性につい
て認識することは，数学的リテラシーの育成に深く
関わるものである。さらにそれは算数における概念
形成と概念認識の問題として重要であり，算数の活
用として興味深い事例を提供するものであると考え
る。本稿の主張は次の通りである。

Ⅰ．算数的視点は，様々な歴史や文化に根ざした世
界各地の世界遺産を共通の視点から見るために有効
である。このような例として，線対称性の概念が挙
げられる。
Ⅱ．逆に世界遺産を，算数学習における題材として
有効に活用することができる。

　新学習指導要領においては，基本方針として「基
礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるこ
と，これらを活用して課題を解決するために必要な
思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくむこ
との双方が重要であり，これらのバランスを重視す
る必要がある」としたうえで，さらに，

　　�　教科の枠を超えた横断的・総合的な課題につ
いて各教科等で習得した知識・技能を相互に関
連付けながら解決するといった探究活動の質的
な充実を図ることなどにより思考力・判断力・
表現力等を育成する

ことの重要性を強調している[5]。さらに算数科に
おいては，「発達の段階に応じ，算数的活動を一層
充実させ，基礎的・基本的な知識・技能を確実に身

に付け，数学的思考力，表現力を育て，学ぶ意欲を
高める」ことを提言し，特に図形の領域においては，

「図形の見方を生活や学習に活用できるようにする
こと」を重視している[6]。
　我々は以上のような観点に立って，線対称性に関
する学習を，世界遺産を題材として用いておこなう
小学校算数科の授業を構想し，新潟大学教育学部附
属新潟小学校において授業実践をおこなった。第１
節では，世界遺産教育に関する基本的な考え方につ
いて解説し，第２節で，授業の構想と内容について
詳しく述べ，第３節において実践結果とデータを分
析し考察をおこなう。

１．世界遺産教育

⑴　世界遺産について
　ここでは，世界遺産についての基礎的な事項をま
とめておく。世界遺産とは，世界遺産条約に基づい
て登録された，人類が共有すべき顕著な普遍的価値
を有する文化遺産及び自然遺産のことである。文化
遺産，自然遺産，複合遺産の３種類に分けられる。
その登録基準の観点はいずれも普遍的な価値に重点
をおいてなされることで共通している。教材として
世界遺産を用いるにあたり，世界遺産教育を視野に
入れた授業構成が考えられる。
　世界遺産条約は，顕著な普遍的価値を有する文
化遺産及び自然遺産の保護を目的とし，1972年
パリで開かれた第17回国際連合教育科学文化機
関（UNESCO）総会において採択された国際条
約であり，1975年12月17日に発効した。正式名称
は世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条
約（Convention Concerning the Protection of the 
World Cultural and Natural Heritage）という[16]。
条約では，文化遺産および自然遺産が，衰亡という
在来の理由のみならず破壊や損傷といった新たな危
険にさらされていることに留意し，これらの重要性
を明記し，これらの保護を国際社会全体の任務とし
ている。締約国には，全人類に普遍的な価値を持つ
遺産の保護・保存における国際的援助体制の確立お
よび将来の世代への伝達を義務付けている。また，
世界遺産リストの作成や登録された遺産保護支援を
行う世界遺産委員会の設置や，締約国からの拠出金
や贈与などを資金とした世界遺産基金の設立を明記
している。
　登録基準は，「世界遺産条約履行のための作業指
針」で示されており，次に挙げる10の登録基準のい
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ずれか1つ以上に合致すること，真実性・完全性の
条件を満たしていること，締約国の国内法による適
切な保護管理体制がとられていることである[17]。
①人間の創造的才能を表す傑作である。
②�建築，科学技術，記念碑，都市計画，景観設計の

発展に重要な影響を与えた，ある期間にわたる価
値観の交流又はある文化圏内での価値観の交流を
示すものである。

③�現存するか消滅しているかにかかわらず，ある文
化的伝統又は文明の存在を伝承する物証として無
二の存在（少なくとも希有な存在）である。

④�歴史上の重要な段階を物語る建築物，その集合
体，科学技術の集合体，あるいは景観を代表する
顕著な見本である。

⑤�あるひとつの文化（または複数の文化）を特徴さ
せるような伝統的移住形態もしくは陸上・海上の
土地利用形態を代表する顕著な見本である。又
は，人類と環境とのふれあいを代表する顕著な見
本である（特に不可逆的な変化によりその存続が
危ぶまれているもの）。

⑥�顕著な普遍的価値を有する出来事（行事），生き
た伝統，思想，信仰，芸術的作品，あるいは文学
的作品と直接または実質的関連がある（この基準
はほかの基準とあわせて用いられることが望まし
い）。

⑦�最上級の自然現象，又は，類まれな自然美・美的
価値を有する地域を包含する。

⑧�生命進化の記録や，地形形成における重要な進行
中の地質学的過程，あるいは重要な地形学的又は
自然地理学的特徴といった，地球の歴史の主要な
段階を代表する顕著な見本である。

⑨�陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植物群衆
の進化，発展において，重要な進行中の生態学的
過程又は生物学的過程を代表する顕著な見本であ
る。

⑩�学術上又は保全上顕著な普遍的価値を有する絶滅
のおそれのある種の生息地など，生物多様性の生
息域内保全にとっても最も重要な自然の生息地を
包含する。

　①～⑥で登録された物件は文化遺産，⑦～⑩で登
録された物件は自然遺産，文化遺産と自然遺産の両
方の基準で登録されたものは複合遺産とする。

完全性：　物件に世界遺産の価値を構成する必要な
要素がすべて含まれており，長期的な保護のための

法律などの制度が確保されていること。
真実性：　主に文化遺産に求められるもので，建造
物や遺跡が本当の芸術的･歴史的価値を保っている
こと。特に修復などが行われた物件の場合には，で
きるだけ創建時の建造物と同じ材料を使用し，工法
を採用する必要がある。

⑵　世界遺産教育
　世界遺産教育とは世界遺産に関して教育を行う
ことである。この教育はユネスコが呼びかけてい
るもので，ESD（持続可能な開発のための教育　
Education for Sustainable Development)の取り組み
と共に世界に訴えているものである[18]。世界遺産
教育は大きく次の三つに分けることができる。

ａ）世界遺産についての教育：　世界遺産について
の知識やその価値に気付かせる教育である。どのよ
うな経緯によって世界遺産に登録されたのか，日本
内外の世界遺産にはどのようなものがあるのかなど
の知識やそれらの価値を知ることを目的としてい
る。さらに世界遺産をめぐる問題点についても考え
る。

ｂ）世界遺産のための教育：　この教育は世界遺産
に接する態度に焦点を合わせて行うものである。現
在，各国の世界遺産において観光客による環境破壊
が進行している。こうした状況を懸念して個人のモ
ラルを高めるためにおこなわれる教育である。

ｃ）世界遺産を通しての教育：　世界遺産を通じて
国際理解・国際協力の重要性に気付かせ，平和や人
権の意義を確認させる教育である。世界遺産のなか
には戦争や紛争などの絶えない地域にあるケースも
多い。そのような遺産を例にして，平和や文化の多
様性，社会的公正の意義を学ぶための教育である。

⑶　授業実践で用いた世界遺産
　授業実践において採り上げた５つの世界遺産につ
いて簡単に紹介し，授業のなかでそれらをどのよう
な形で題材とするか述べる。

ａ）平等院鳳凰堂（[20]，図１．１）
　平等院は平安時代後期の1052年，藤原氏の全盛期
に宇治関白藤原頼道が，父である藤原道長の別荘を
寺院にしたものであり，鳳凰堂は天喜元年（1053）
に，関白藤原頼道によって平等院に建立された阿弥
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陀堂である。1994年に世界遺産登録基準の②④を満
たしたと見なされ，清水寺や二条城などと共に「古
都京都の文化財」としてユネスコの世界遺産（文化
遺産）に登録された。

ｂ）タージ・マハル（[21]，図１．２）
　インド北部アーグラにあるムガル帝国第５代皇帝
シャー・ジャハーンが，愛妃ムムターズ・マハルの
ため建設した墓廟である。1632年着工，1653年竣工
し22年の歳月をかけて建造された。1983年に世界遺
産登録基準の①を満たしたと見なされ，ユネスコの
世界遺産（文化遺産）に登録された。

ｃ）バードシャーヒー・モスク（[22]，図１．３）
　パキスタン北部ラホールにあるモスク（イスラム
教の礼拝堂）である。バードシャーヒーとは「皇帝」
を意味し，1981年に世界遺産登録基準③を満たした
として，「マクリの丘」とともに「タッターの文化財」
としてユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録され
た。17世紀後半にムガル帝国第６代皇帝アウラング
ゼーブによって建設されたものである。赤いレンガ
と白い大理石でつくられており，中央の広場は一辺

が160mあり，一度に10万人が参拝することができ
る。

ｄ）ウエストミンスター寺院（[23]，図１．４）
　イギリスのロンドンにあるイングランド国教会の
教会である。1987年，世界遺産登録基準の①②④を
満たしたと見なされ，ユネスコの世界遺産（文化遺
産）に登録された。西暦960年にベネディクト派修
道院として建立され，英国国王の戴冠式を執り行っ
てきた。また英国史上多くの著名な歴史上の人物が
埋葬され，故人を偲ぶ記念碑が建てられている。

ｅ）原爆ドーム（[19]，図１．５）
　1996年に世界遺産登録基準の⑥を満たしたと見な
され，ユネスコの世界遺産(文化遺産)に登録された。

「二度と同じような悲劇がおこらないように」との
戒めや願いを込めて「負の世界遺産」と呼ばれてい
る。1915年４月広島県物産陳列館として竣工し，広
島県内の物産，他府県からの参考品の収集・陳列，
商工業に関する調査及び相談，取引の紹介に関する
図書・新聞・雑誌の閲覧，図案調製等を行っていた

（図１．６）。また，同館は産業奨励だけでなく，会

図１．１　平等院鳳凰堂

図１．２　タ―ジ・マハル
図１．４　ウェストミンスター寺院

図１．３　バードシャーヒー・モスク
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場を提供することで博物館・美術館の役割も果た
し，広島の文化振興の場として大きな役割を担って
いた。1945年8月6日，広島市に原子爆弾が投下され
た。物産陳列館は爆心地から北西約160mの場所に
あったが，爆風が上方からほとんど垂直に働いたた
め，倒壊を免れた。1996年12月に原爆ドームの世界
遺産登録が決定された。

　ａ）からｄ）に挙げた世界遺産はどれも線対称性
が際立つ美しい建築物である。線対称性という共通
の普遍的な視点から見ることにより，それぞれの歴
史的，文化的な背景を理解していなくとも，美的・
芸術的な価値を感じ取ることができるであろう。こ
れをきっかけとしてさらに，それぞれの歴史や文化
について興味と関心を持つようになる可能性が高ま
ると考えられる。またｅ）の原爆ドームは，広島の
人々の平和への願いの象徴であるが，ａ）～ｄ）に
挙げた美しい遺産とは違い対称性を持たず，した
がって美的・芸術的な価値を持っているとはいえな
いことは，子どもたちにも一見して明らかである。
原爆ドームが世界遺産に選ばれたのは，すでに述べ
たように，二度と同じような悲劇が起こらないよう

にとの願いを込めた負の遺産としての価値が認めら
れたからである。図１．６のように，元々は線対称
性を持った建築物であったものが，原爆の投下によ
り線対称性を持たない形になってしまったことに注
目すれば，現代に生きる子どもたちに広島の願いに
触れ，理解していくための第一歩となるであろう。
　このような形で主張Ⅰ「算数的視点は，様々な歴
史や文化に根ざした世界各地の世界遺産を共通の視
点から見るために有効である」を具体化させること
ができると考える。さらに実践授業の構想において
は，世界遺産の半分の画像を基に残りの半分を，線
対称性の基本的な性質を用いて描くという算数的活
動をおこなうことで，主張Ⅱ「世界遺産を，算数学
習における題材として有効に活用することができ
る」を授業実践に取り入れることを試みる。第２節
では，授業実践の構想を詳しく述べる。

２．授業実践

　高度情報化とグローバリゼーションを特徴とする
現代社会においては，急速な社会変化に対応できる
適応力と柔軟性の核に，数理的思考力が重要な要素

図１．５　原爆ドーム

図１．６　広島県物産陳列館
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として位置づけられる[9]。どのようにすれば子ど
もたちに，学んだことがらを基点として論理的，数
理的に思考する力を育んでいくことができるだろう
か。こうした課題に取り組むことは，今後ますます
教育を論じる際の重要なテーマになっていくはずで
ある。
　平成24年度の卒業研究においては，小学校におけ
る教科横断的な授業について研究し，世界遺産教育
と算数教育を結びつけた授業実践をおこない，その
分析をおこなった。算数を，算数の学習においての
み使うのではなく，理科や社会などの教科と関連し
た課題の中で活かしていくことで，子どもたちの算
数に対する意識が拡張され，自然や社会の問題に対
して論理的，数理的に思考する力が育成されると考
えた。一見算数・数学には関わりがないように見え
るものごとの中でも，算数・数学と結びつけること
のできる要素を見出し，数学的な視点を用いて考察
することで，物事を多面的にみると同時に深く考察
する力を子どもたちに身につけてほしいと考える。
こうしたねらいのもとで授業づくりを行うために
我々が注目した題材が「世界遺産」である。世界遺
産を題材として，一見数学とは関わりがないように
見えるが，数学的要素を見出すことができるような
課題設定がおこなえないか，様々な試みをおこなっ
た。世界遺産に題材としての可能性を感じた我々
は，世界遺産について詳しく調べ，関連した知識を
増やそうと務めた。一人ひとりが教材にふさわしい
と考える世界遺産を選択し，概要や数学との関連を
詳しく調べ，題材としての利用方法を考察し，練り
上げをおこなっていった。その結果小学校での実
際の授業実践のテーマを，「世界遺産を通して線対
称な図形について考える」に決定した。その後小学
校の各学年における図形についての学習事項を見直
し，図形の構成要素の理解と図形を新しい観点から
考察することの接続を図る教材の開発をおこなっ
た。新潟大学教育学部附属新潟小学校の協力のも
と，第５年次のクラスを対象に，２時間続きの授業
実践をおこなうことができた。

⑴　授業のテーマ
　世界遺産を通して対称性について学ぼう。

⑵　授業の目標
　線対称な図形の性質を考察し，それを活用して世
界遺産を描くことで，図形についての感覚を豊かに
する。

⑶　題材観と目標の設定理由
ａ）なぜ第５学年で実践するのか
　我々は，第５年次のクラスにおいて，２時間続き
の授業を立案した。第５年次を対象に選んだ理由は
以下の通りである。
　児童はこれまで，図形を構成する要素や位置関係
に着目して図形についての学習を行ってきた。本来

「対称」は６年次において既習の図形を新しい観点
から考察し，図形についての理解を深め，図形に対
する感覚を豊かにしていこうとする学習である。し
かしこれまでの構成要素に着目してきた学習から，
６年生においての新しい図形の見方を身につける学
習までにはギャップがあると考えられる。そこでこ
れまでの学習から６年生の対称の学習までのギャッ
プを解消するために，５年生において線対称な図形
を見つけ，その性質を調べて，それを活用する活動
を取り入れた授業をおこなうことにした。

ｂ）算数と世界遺産のつながり
　今日急速に変化し，様々な情報が交錯している社
会において，自分の判断で正しいと考える道を選択
し，その道を進んでいくためには，物事を多面的に
みる力が必要になってくる。この実践では世界遺産
という一見すると算数と関係ないように思える題材
を用いて，算数的な視点から世界遺産を見ることが
有効であることを示したいと考えた。対称の性質に
ついて調べ，それを利用して世界遺産をかくこと
で，世界遺産の中に算数の性質や要素を見出すこと
ができるようになる。このことを通して，関係がな
いように思えるものから共通点を見出していくと
いった多面的な見方ができるようになってほしいと
いう思いから図形の学習に世界遺産をとりあげるこ
とを試みる。
　世界遺産を選ぶ際には，その所在地にも注目し
た。線対称な作りをした世界遺産は多く存在する。
今回の実践では授業実践を通して，子どもたちが今
まであまり関心がなかった世界について関心を持つ
ことができるようにすることがねらいの一つであ
る。そのため，できるだけ世界の様々な場所にある
世界遺産を選択し，子どもたちが世界のさまざまな
場所に関心を持つことができるよう配慮した。ま
た，図にしたときに直線が多く使われている世界遺
産をとりあげ，子どもが対称軸からの距離を測り，
それによって図をかくことができるようにした。ウ
エストミンスター寺院については，曲線部分を円に
なるようにし，子どもがコンパスを使ってかけるよ
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う工夫した。

ｃ）世界遺産教育を育む
　世界遺産教育とは世界遺産に関して教育を行う
ことである。世界遺産教育はユネスコが呼びかけ
ており，ESD（持続可能な開発のための教育　
Education for Sustainable Development)の取り組み
と共に世界に訴えているものである[18]。今回の授
業実践では，①対称の性質を利用して世界遺産をか
き，世界遺産教育を進めること，②世界遺産をかく
ことで対称の性質についての理解を深めること，と
いった両面性・双方向性をもった授業を行う。
　今回の実践では対称の性質を利用して世界遺産を
単純化した図かく活動をおこなう。また世界遺産に
ついての簡単な解説もおこなうこととした。小学校
の段階では，世界遺産についての知識や諸問題につ
いて理解している児童は少ない。授業の中で世界遺
産を取り上げることで，まず世界遺産とはどういう
ものなのか知ってもらうことができる。児童が，世
界にはいろいろな歴史的建造物や美術的な価値のあ
るものが多数存在することに気づき，それを算数の
学習と関連付けることで，それぞれの児童が世界遺
産についての考えを持つことができればよいと考え
た。

ｄ）数学的リテラシーを育む
　経済協力開発機構（OECD）のPISA調査におい
ては，数学的リテラシーを「数学が世界で果たす役
割を見つけ，理解し，現在及び将来の個人の生活，
職業生活，友人や家族や親族の社会生活，建設的で
関心をもった思慮深い市民としての生活において確
実な数学的根拠にもとづき判断を行い，数学に携わ
る能力」と定義している（[1]，[2]，[3]，[4]）。我々
はPISA調査における学力観を踏まえて，世界遺産
を題材とし，線対称の概念を用いて世界遺産につい
て考える小学校数学科の授業を構想し，新潟大学附
属新潟小学校において第５学年を対象とした授業実
践をおこなった。算数が日常生活と密接に関わり，
しかも持続可能な社会について考えることに役立つ
ことを実感することができるようになると考える。

⑷　指導の構想
活動Ａ：さまざまな図形の共通点を探す活動
　この活動は導入部分であり，様々な図形の観察を
通して，線対称という図形の新しい見方に児童が気
付くように導くことがねらいである。

活動Ｂ：軸に対して対称な点を打つ活動
　線対称な図形をかくための前段階として，対応す
る２つの点を結ぶ直線が，対称の軸に垂直に交わっ
ていることに気付かせ，また対称の軸から対応する
２つの点までの長さは等しくなっていることに気付
かせることがねらいである。

活動Ｃ：軸に対して対称な図形をかく活動
　活動Bで気付いた線対称の特徴を利用して図形を
かく活動である。

活動Ｄ：線対称な図形の特徴をまとめる
　授業で出てきた線対称に関する特徴を分かりやす
くまとめ，次の活動につなげることがねらいであ
る。特徴として次の２点が挙げられる。
　　・�折るとぴったり重なる図形では，対応する２

つの点を結ぶ直線は真ん中の線に垂直に交
わっている。

　　・�真ん中の線から対応する２つの点までの長さ
が等しい。

活動Ｅ：世界遺産を知る活動
　原爆ドーム，平等院鳳凰堂，タージ・マハル，
バードシャーヒー・モスク，ウェストミンスター寺
院の所在地や歴史を知り，興味をもたせることがね
らいである。また，世界遺産のような，算数とは全
く関係のなさそうなものの中にも，算数的な見方を
することができるものがあることを実感することも
ねらいである。

活動Ｆ：線対称を利用して，世界遺産をかく活動
　活動Cで簡単な線対称な図形をかき，活動Dでま
とめた線対称な図形の特徴を利用して複雑な形をし
た線対称な世界遺産をかくことができるようになる
ことがねらいである。
　世界遺産を線対称という幾何的な視点でとらえる
ことで，今まで遠い存在だった世界遺産やそれがあ
る国々を，児童が認識できる範囲の中に落とすこと
がねらいである。

活動Ｇ：授業で学んだことをまとめる活動
　線対称な図形の特徴や世界遺産について，授業を
通して学んだことを児童の言葉でまとめる活動であ
る。児童の言葉でまとめることで，より児童の理解
を深めることがねらいである。
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⑸　評価基準
活動Ａ：「左右対称」，「折るとぴったり重なる」に
気付くことができる。（算数への関心・意欲・態度）

活動Ｂ：軸で折ったとき，重なり合う点をかくこと
ができる。対応する２点が，軸からの距離が等しい
ことに気付くことができる。対応する２点を結ぶ直
線が，対称の軸に垂直に交わっていることに気付く
ことができる。（数学的な考え方）

活動Ｃ：活動Ｂの内容を利用して，左右対称な図形
を左から右へかき移すことができる。（数量や図形
についての知識・理解）

活動Ｄ：活動Ｂ，Ｃの内容から，線対称の特徴を自
分の言葉でまとめることができる。（数量や図形に
ついての知識・理解）

活動Ｆ：前時に学習した線対称の特徴を利用し，世
界遺産を左から右へかき移すことができる。（数量
や図形についての技能）

活動Ｇ：世界遺産の中に算数に関係する要素がある
ことに興味をもつ。線対称な図形の特徴を知り，対
称性に関する半分の図形から残りの半分をかくこと
ができることを知る。（算数への関心・意欲・態度）

３．授業の分析と考察

⑴　評価基準による児童の評価結果
　第２節⑸で述べた評価基準を37名の児童が達成で
きたかどうかワークシート等を用いて評価をおこ
なった。結果は表３．１の通りである。さらに各活
動について詳しい考察を加える。

表３．１　各活動の評価結果
評　　価 活動A 活動B 活動C 活動D 活動F 活動G

達成した児童数　 29 33 32 20 26 15
達成しなかった児童数 8 4 5 17 11 22

活動Ａ：　活動始めの時点では基準に到達している
児童はほとんどいなかったが，途中で全体に向けて
支援を行うことで多くの児童が基準に到達すること
ができたのではないかと考えられる。児童の状況に
応じた支援が必要であると考えるが，少数の児童が
基準に到達することができなかった。

活動Ｂ：　活動Ｂでは，真ん中の線からの長さが等
しいということには，ほとんどの児童が気付くこと
ができていた。しかし，もう一つの条件である対応
する２点を結んだ直線と真ん中の線が垂直であると
いうことに気付く児童はあまり見られなかった。こ
れは真ん中の線と結んだ直線の関係に目を向けさせ
る工夫が少なかったからであると考えられる。具体
的には，教師が真ん中の線からの長さは等しいが垂
直にはなっていないものを提示し，児童に必要な条
件を考えさせるという活動が挙げられる。また点を
移すための図が２つあったのでそれらを有効に活用
することも必要だった。

活動Ｃ：　ここでは活動Bを踏まえて，左右対称な
図形を左から右へかき移す活動をおこなった。32人
の児童が基準を達成してはいるものの，対称という
ことに気を付けてかいている児童は少なかったよう
に思われる。活動Ｂで真ん中からの長さということ
を強く意識させることが必要であった。またチャレ
ンジ問題については，時間がなかったため全体に対
しては取り組むように指示を出していない。

活動Ｄ：　活動Ｄでは基準に達した児童は20人で
あった。しかしこれは，授業実践の中での教師の指
示が「自分の言葉で書きなさい」ではなく「黒板を
写しなさい」となってしまったからである。基準と
教師の投げかけがずれてしまっているため評価はで
きない。

活動Ｆ：　ここでの活動は，１時限目で学んだこと
を利用して，線対称なつくりをしている世界遺産を
かく活動である。長さを測って点をうち，点同士を
結んでいる児童は24人いた。このうち対応する点の
長さを真ん中の線から測ってかくことができた児童
は15人いた。一方で真ん中の線からではなく，他の
児童がかいた線を基準にして長さを測ってしまう児
童，枠の外側からの長さで測ってしまう児童，測り
間違えてしまう児童も見られた。これまでの活動の
中での真ん中の線からの長さが等しいということの
確認が足りなかったことが原因としてあげられるだ
ろう。活動ごとに確認をし，明確な言葉で指示をす
る必要があった。

活動Ｇ：　全体のまとめとしてわかったことや気付
いたことを書く活動である。この活動では，児童の
言葉でまとめることで，児童の理解を深め，より多
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くの児童に基準を達成させようというねらいを持っ
ていたが，この評価の基準を満たす回答をした児童
は15人で，半数以下だった。評価基準の両方を満た
す場合のみ評価した。

⑵　評価規準での児童の評価
　授業実践をおこなった結果，児童の反応が当初予
想していたよりも多く得られたため，より細やかな
評価が可能であると考えた。そのため評価規準を作
成し，より細かく評価，分析することを考えた。

活動Ａ：　さまざまな図形の共通点を探す活動
＜指導構想＞　本内容は導入部分であり，様々な図
形の観察を通して，図形の新しい見方に児童が気付
くように導くことがねらいである。

＜評価規準＞　Ａ　図形の共通点を２つ以上書くこ
とができた。
Ｂ　図形の共通点を１つ書くことができた。
Ｃ　図形の共通点を１つも見つけることができな
かった。

＜児童の解答例＞
・左右対称，線対称。（16人）
・縦に半分に切ると同じ形になる。（11人）
・真ん中で折り曲げるとぴったりかさなる。（７人）
・対称線。（５人）
・ぴったりかさねるとぴったり重なる。（１人）
・うらがえしても形は変わらない。（１人）
・対称線が全て奇数。（１人）

　周りの児童との意見の出し合いの中で「折れる」
という発言があった。そこから記号や文字を形とし
て捉える児童が増え，最終的には「折るとぴったり
重なる」ということを自分の言葉で表現できている
児童が30人に達した。しかし始めは，図形や文字の
種類，直線などの構成要素に注目して考え，形に注
目して考えている児童が少なかった。これは図形や
文字を混ぜて一度に提示したことや，線対称でない
作りをしている図形や文字を提示しなかったことが
原因と考えられる。問題を提示する際，最初は図形
だけを示し，その後文字を提示する，もしくは線対
称でない作りをしている図形や文字を提示するな
ど，種類や構成要素ではなく，形に注目して考える
ことができる手立てが必要だった。
　児童の中には，提示した図形の中のいくつかだけ

に共通することを述べていたり，算数的な見方とは
違った視点で見たりする児童もみられた。これは教
師の働きかけが足りなかったためと考えられる。問
題に取り組ませる際より丁寧な指示を出すべきだっ
た。

＜文章力・表現力の評価＞
・�共通点や気付いたことを，きちんと通じる文章で

書くことができている。（16人）
・�共通点や気付いたことを，箇条書きで書いてい

る。（19人）
・�「対称」を「対象」「対照」「対像」「対弥」など，誤っ

て表記している。（11人）
・「対称」を正しく表記している。（1人）

活動Ｂ：　軸に対して対称な点を打つ活動
＜指導構想＞　線対称な図形をかくための前段階と
して，対応する２つの点を結ぶ直線が，対応の軸に
垂直に交わっていることに気付かせ，また対称の軸
から対応する２つの点までの長さは等しくなってい
ることに気付かせることがねらいである。

＜評価規準＞　Ａ　真ん中の線からの長さや角度
（垂直）に注意して，左側の点を正しく右側にかき
移すことができた。
Ｂ　左側の点を正しく右側にかき移すことができ
た。
Ｃ　左側の点を正しく右側にかき移すことができな
かった。
　評価（児童数37人）A：22人　59.5％　
　B：11人　29.7％　C：4人　 10.8％

＜児童の解答例＞
・�真ん中の線にコンパスの針をおいて，左の点を通

る円をかいて，定規のマス目を利用してかく。（６
人）

・真ん中の線に垂直な線を定規でひく。（８人）
・定規を使って長さをはかる。（19人）
・外側の枠からの距離をはかってかいた。（５人）
・適当に点を右にうつす。（14人）

　この活動では「真ん中の線から点までの長さが等
しい」「真ん中の線と対応する２点を結んだ直線が
垂直に交わる」ことが児童から挙げられると予想し
ていた。実際には，長さに関することしか挙げられ
なかった。これは，点を移す段階で児童が角度を意
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識していないことを表していると考えられる。改善
点として，点をかき移すのではなく，あらかじめ問
題に折ったら重なる点とそうではない点をかいてお
くことが考えられる。正しく重なる点がどれか探す
活動をおこない，正しく重ならない点はどうして重
ならないのかを考えるようにすれば，長さだけでな
く角度についても意識することができたと考えられ
る。また実践後，子どもがどのように考えたのかの
思考の過程が見えないことが課題として挙げられ
た。どのようにしてかいたのかを説明する欄を設
け，点を打つ段階で自分の言葉で記述させることが
必要であった。

活動Ｃ：　軸に対して対称な図形をかく活動
＜指導構想＞　活動Bで気付いた線対称の特徴を利
用して図形をかくことがねらいである。

＜評価規準＞　Ａ　真ん中の線からの長さに注意し
て，左右対称な図形をかくことができた。
Ｂ　左右対称な図形を左から右へかくことができ
た。
Ｃ　左右対称な図形をかくことができなかった。

評価（児童数37人）A：32人　86.5％　
B：5人  13.5％　C：0人　0％
・定規を使ってかいた。（32人）
・�左側の図形をはさみで切って，真ん中の線で折っ

て，なぞってかいた。（1人）

　この活動では，活動Bとともに活動Fに向けて，
「真ん中の線からの長さが等しい」「真ん中の線と対
応する直線が垂直に交わる」ことを意識させること
が重要である。より長さに意識を向けさせる手立て
として，答え合わせをする際，児童にかかせるので
はなく，教師が実際に長さを測って点を打ち，線を
引くなどすることが必要であったと考えられる。
　また今回の教材では，いきなり白地にかかせても
イメージしにくいのではないかと考えマス目用紙を
用いた。しかし，その結果真ん中の線からの長さを
測らなくも，マス目を数えればかくことができるよ
うになっており，現にそのような児童が多数いた。
マス目があればそれを利用するであろうことは容易
に想像できたが，それに対する手立てを考えていな
かった。マス目を数えるのではなく，真ん中からの
長さに注目させるような指示を出すべきであったと
考える。

＜チャレンジ問題の評価＞　取り組んだ児童の人
数：30人　正解した児童の人数：14人

　教師の指示が，「チャレンジ問題に取り組んでも
取り組まなくても良い」ということであったため，
取り組んだ児童と取り組まなかった児童がいた。当
初の予定では全員に取り組んでもらうつもりであっ
たが，時間が押していたため，このような指示に
なった。
　チャレンジ問題を取り組んだ児童（30人）の中で
約半数の児童が不正解（16人）であった。間違いの

図３．２　児童の解答例
正答例

誤答例
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例としては，左の絵をそのまま右にかき写す（１
人），フリーハンド（２人），測り間違え（10人），
真ん中の線からではなく外枠から測る（２人）が
あった。チャレンジ問題の前の活動Ｂ，活動Ｃで真
ん中の線から測ることの徹底や枠の大きさは左右で
異なることなどの説明が必要であったと思われる。
正解した児童は，真ん中から定規で正確に測ってい
たり，コンパスを使用してかいていた（図３．２）。

活動Ｄ：　線対称な図形の特徴をまとめる。
＜指導構想＞　授業で出てきた線対称の特徴を分か
りやすくまとめ，次の活動につなげることがねらい
である。折るとぴったり重なる図形では対応する２
つの点を結ぶ直線は真ん中の線に垂直に交わってい
る。

＜児童の解答例＞
・角度，辺の長さが同じなら，ぴったりと折れる。
・コンパスを使えば簡単にできる。
・�図形を半分に折ったものを，長さを２倍にすると

本物の図形ができる。
・１つ１つの点と辺が対応していて，面積も同じ。
・�測った長さの点と，真ん中の点が垂直であればど

んな図形でもかける。
・�真ん中からの長さがわかればどんな図形でも左右

対称にかける。
・�点でも図形でも定規とえんぴつ，コンパスがあれ

ば左右対称なものがかける。
・折った時は両方形が同じになる。

　指導案では自分の言葉で線対称な図形の特徴をま
とめるという課題だったが，今回の実践では，黒板
に書かれている線対称の２つの特徴を個人のワーク
シートに書きうつすものとなった。指示が行き届い
ておらず自分の言葉で書いたり，書きうつしていて
も１つしかかけていなかったりする児童が多く見ら
れた。しかし自分の言葉で書いていても，特徴を正
しくまとめることができた児童もいたことは良かっ
た。

活動Ｅ：　世界遺産を知る活動
＜指導構想＞　原爆ドーム，平等院鳳凰堂，ター
ジ・マハル，バードシャーヒー・モスク，ウェスト
ミンスター寺院の所在地や，歴史を知り，興味をも
たせることがねらいである。世界遺産のような，算
数とは全く関係のなさそうなものの中にも，算数的

な見方をすることができるものがあることを実感す
ることもねらいである。

　原爆ドームの説明時は，児童が活発に発言し，授
業が盛り上がった。また平等院鳳凰堂，タージ・マ
ハル，バードシャーヒー・モスク，ウェストミンス
ター寺院の４つについても，授業後に黒板に提示さ
れている写真を見に来る姿が見られた。この児童の
反応から，活動Eでは，世界遺産について児童に興
味を持たせることができたと考えられる。しかし時
間が足りなかったために，１つ１つの世界遺産につ
いて十分に説明することができず，提示しただけに
なってしまった。

活動Ｆ：　線対称を利用して世界遺産をかく活動
＜指導構想＞　活動Cで簡単な線対称な図形をか
き，活動Dでまとめた線対称な図形の特徴を利用し
て複雑な形をした線対称な世界遺産をかくことがで
きるようになることがねらいである。また，世界遺
産を線対称という１つの視点でとらえることで，今
まで遠い存在だった世界遺産やそれがある国々を児
童が認識できる範囲の中に落とすことがねらいであ
る。

＜評価規準＞　Ａ　折ってぴったり重ならない線が
　0 ～ 1本
Ｂ　折ってぴったり重ならない線が　2 ～ 4本
Ｃ　折ってぴったり重ならない線が　5本以上

評価（児童数37人）　A：16人（43.2％）　B：11人
（29.8％）　C：10人（27.0％）

・�長さを測って点をうち，点同士を結んでいる。（24
人）

・�対応する点の長さを真ん中の線から測ってかくこ
とができた。（15人）

・�横の長さを測って，適当に垂線を引いたことで，
全体にずれが生じた。（６人）

・�左枠からの長さをはかり，右枠から同じ長さをは
かってかいた。（２人）

・左の図をそのまま右枠に合わせてかく。（２人）
・�辺の長さをはかって，横の線に交わるところを探

しながらかく。（９人）
・フリーハンド。（２人）
・前の児童がかいた線から測ってかいた。（15人）
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　この活動では，真ん中の線からの長さを測り間違
えていたり，外側の枠から長さを測ったりする児童
が見られた。活動Bや活動Cで真ん中の線からの長
さをより強調することが必要だったと考えられる。
改善すべき点として，左の図の線が太く，児童が測
りにくいものであったことが挙げられる。そのため
児童が測る際にわずかなズレが生じ，真ん中の線で
折ったときにぴったり重ならなくなってしまった。
線を細くし，測る際にズレが生まれないようにする
べきであった。また班で色分けして行ったために，
他の人が測ったところから測ってずれたり，自分の
担当が来るまで，または終わった後，暇になってし
まったりすることがあった。これに対しては個人で
簡略化した世界遺産をかくことも可能だと考えられ
る。

活動Ｇ：　授業で学んだことをまとめる活動
＜指導構想＞　線対称な図形の特徴や世界遺産につ
いて，授業を通して学んだことを児童の言葉でまと
める活動である。児童の言葉でまとめることで，よ
り児童の理解を深めることがねらいである。

＜評価規準＞　Ａ　「算数への関心・意欲・態度」，
「数量や図形についての知識・理解」について両方
書くことができた。
Ｂ　「算数への関心・意欲・態度」，「数量や図形に
ついての知識・理解」についてどちらか一方を書く
ことができた。
Ｃ　「算数への関心・意欲・態度」，「数量や図形に
ついての知識・理解」について両方書くことができ
なかった。

＜評価項目＞
①日常生活の中で算数に関係するものがあること
や，線対称な図形に興味をもつことができた。（算
数への関心・意欲・態度）
・�左右対称のたてものがいっぱいあることが分かっ

た。
・�左右対称になるものは意外と身近な所にあるとい

うことが分かった。　　　　　　　　　
・�本当に左右対称の建物があることを知れて，びっ

くりしたけどよかった。
・左右対称の形はきれいだと思った。
・�世界でもこんなに左右対称のものがあるなんてす

ごいと思った。
・�真ん中で折ると重なるものは左右対称で，建物な

どいろいろな場所に存在する。
・�世界のいろんな場所に，鏡合わせになったものが

あり，それが算数に関係なくても（関係なさそう
でも），関係しているものがあると分かった。

・他の遺産も調べたい。
・これからもたくさんの算数を見つけたい。
・�これからもいろいろな形を見て共通点を探した

い。

②線対称な図形の特徴を知ることができた。（数量
や図形についての知識・理解）
・�このたてものの図形をつくってみて，左右対称だ

ということが分かった。
・�左右で分けられる線と，左右にある頂点が垂直で

あることが分かった。
・�左右対称になるには，長さ，垂直というキーワー

ドが大切だと思った。
・�世界遺産には，線対称があるということ，線対称

をかくには，真ん中の線からの長さが等しいこ
と，対応する２点と真ん中の線が垂直だというこ
とが分かった。

・�形など，最初は共通点が無いようにおもったが，
折るとぴったりと重なった。

・�真ん中のところを基準としてみたら，とても分か
りやすかった。

・�左右対しょうのものをつくるには，縦に線を入れ
るとつくりやすい。

・�実在する建物も左右対称であったり，左右で分け
られる線と左右にある頂点が垂直であったりする
ことが分かった。

算数への関心・意欲・態度：24人（64.9％）
数量や図形についての知識・理解：18人（48.6％）

　解答例の中には，世界遺産について書いている児
童も見られたが，誤った考えをもっている児童も見
られた。これは，線対称な作りをしている世界遺産
だけを提示し，世界遺産についての説明が足りな
かったことが原因であると考えられる。さらに活動
Gの評価は，児童の評価ではなく，教師の授業に対
する評価となってしまった。

＜文章力・表現力の評価＞
・�授業で分かったこと気付いたことを，きちんと通

じる文章で書くことができている。（30人）　授業
で分かったこと気付いたことを，箇条書きで書い



13世界遺産教育と算数教育を結合した小学校における授業実践

ている。（7人）
・「垂直」を誤って表記している。（3人）

⑶　授業の反省
ａ）１時間目
　１時間目は，線対称とはどういうものかというこ
とを中心に学習していく時間であった。線対称性は
本来6年次で学習する単元であるので，２時間目に
線対称な世界遺産をかくために，まずは線対称性に
関する基礎事項を学習しなければならない。そのた
めに活動を４つに分け順序立てて考えていくこと
で，知識が身につくような授業構成を考えた。
　反省として挙げられるのは，点を移す活動につい
てである。この後のすべての活動につながってくる
ものであったが，うまく対称についての理解を深め
させることができなかったと感じる。真ん中からの
距離が等しいだけではなく，点と点を結んだ直線と
真ん中の線が垂直であるということを意識させるた
めの支援が不十分で，児童を混乱させてしまった。
事前の模擬授業の際に深く煮詰めておくべきであっ
た。具体策としては，真ん中の線からの長さが同じ
だが垂直にはなっていない線を結べる点を撃ってみ
せるのが良かったのではないかと考える。

ｂ）２時間目
　２時間目は１時間目で行ったことを踏まえて世界
遺産の絵をかく活動であった。しかし，１時間目の
内容の理解がうまくできていなかったこと，授業の
初めの説明が不十分であったことでやり方を間違え
てしまう児童が多くみられた。具体的には，真ん中
の線からの距離を意識するような指示をしなかった
ために，外枠からの距離や児童のかいた線からの距
離で書いてしまう児童が見られた。また，時間配分
がうまくできずに後半の世界遺産の説明をほとんど
することができなかったことも反省点として挙げら
れる。授業の趣旨として世界遺産に興味を持っても
らうことが目的でもあったので，それを達成するこ
とができなかったことは大きな反省点である。

ｃ）全体を通して
　１，２時間目に共通する反省点は次の２点である。
１点目は指示が的確ではなかったことである。どの
ようなことを意識させるのか，何を考えればいいの
かということをきちんと指示できれば，理解を深め
ることも時間配分についても余裕を持つことができ
たと考える。２点目は時間配分についてである。全

体的に時間が足りず，授業の後半が不十分になって
しまった。児童の活動が予想以上に多くなってし
まったので構成段階の見直しが必要であった。また
今回の授業では，対称性について教えてから世界遺
産をかかせるという順序で行ったが，世界遺産の中
から対称性という性質に気付かせるという展開方法
でも面白い授業になったと考える。今後そちらの方
向に沿った授業展開についても考えていきたい。

ｄ）改訂版の作成
　授業を終えて，児童にもっと世界遺産について興
味をもたせることができたのではないか，線対称な
図形の性質についての思考の深まりを与える方法が
あったのではないか，という反省点を挙げた。線
対称な形をした世界遺産を導入から用いることで，
時間的にも世界遺産に多く触れることができ，よ
り「世界遺産で対称性について学ぼう」という授業
テーマを実現することができるのではないかと考え
た。そこで，世界遺産の紹介だけでなく，形に注目
させ，共通点や数学との関連に気付かせる活動を授
業の最初に取り入れる改善をおこなった。また授業
実践による様々な反省をもとに，一つ一つの活動が
生徒達にとって，より深く世界遺産の対称性につな
がることを改善点として挙げ，「線対称な図形のか
き方」よりも，ぴったり重なる「線対称な図形の性
質」に重点をおいた授業案を構想し，改訂版を作成
した。

⑷　おわりに
　新学習指導要領においては，知識・技能の習得と
思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視
している。また，理数教育の充実において，数量や
図形の知識・技能を実際の場面で活用する活動の充
実が求められている。このことから，我々は児童に，
数学と日常生活や他教科と関連付ける力，物事を多
面的に見る力を身に付けさせたいと考え，一見算数
とは関係のないように見える「世界遺産」に注目し
た。世界遺産について調べを進め，世界遺産には線
対称なつくりをしているものが多くあることが分
かった。そこで，世界遺産を用いて線対称性に関す
る授業をおこなうための教材開発について研究をお
こなった。また，調べを進める中で世界遺産教育の
存在を知った。世界遺産の価値や知識に気付かせる
世界遺産教育と算数教育とを結びつける授業実践を
行うことはできないか考え，授業計画を立案した。
世界遺産から算数の性質や要素を見出し，特徴をと
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らえることで多面的な見方を養うことができるよう
な授業実践にしたいと考えた。
　実際に授業を行ってみると，線対称性についての
理解は，「真ん中の線からの長さ」についてはほと
んどの児童が理解できていたが，「２点を結んだ直
線と真ん中の線が垂直に交わる」ことについては気
付かせる手立てが足りず，不十分なままとなった。
解決の手段としては，課題に，折ったら重なる点と
そうではない点をかいておき，正しく重なる点がど
れか探す活動を行い，正しく重ならない点はどうし
て重ならないのかを考えるなどの手立てが必要だっ
た。また世界遺産教育については，活動Gの記述に，
世界遺産についてより調べてみたいというものも
あったが，誤った考えを記述している児童も見られ
た。世界遺産に興味をもたせることはできたと考え
られるが，正しく世界遺産の知識を身に付けさせる
ことは十分ではなかった。２時間の授業の中に盛り
込むには情報が多く，内容をしぼって伝えることが
必要であったと考える。
　今回の授業では，線対称性を利用して世界遺産の
図をかく活動を取り入れた。長さを正確に測り，班
全員で1枚の絵をつくるなど，大変な作業が多かっ
たと思うが，班員で協力し合い，ほとんどの班が自
分たちの絵を完成させることができた。しかし２つ
の班が時間内に終わらせることができなかった。改
善点として，問題の難易度を全ての班でそろえるこ
と，説明をより簡潔に分かりやすく行うことがあげ
られる。
　苦労する場面もあったが，授業に積極的に取り組
む児童が多く，児童も世界遺産に興味を持ち，算数
と自分の生活を結びつけて考えることができたので
はないかと思われる。今回の授業が児童にとって，
新しいことを発見し，算数を学ぶ良さや世界遺産に
ついて考えるきっかけになれば幸いである。
　世界遺産は，鉱山の坑道のなかのカナリヤに例え
られることがある。かつて石炭の鉱山労働者は，カ
ナリヤを鳥籠に入れて坑道に入った。微量な毒ガス
流出をカナリヤが察知したからである。カナリヤの
異常な動きを見て，坑夫たちは避難し，命を救うこ
とができた。我々は世界遺産を保護し次の世代に伝
えていくことは，持続可能な発展と社会的な公正へ
の取り組みと密接に結びついていると実感すること
ができた。
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